
                            

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 喜入自治会長が発表され、講師との意見交換。無観客でしたが、ライブ配信されました 

 

                  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                           

 

 

 

 

 

 

   

歩行者、自転車は通行できます(天大橋平佐側) 

１月２８日、SS プラザせんだいにおいて薩

摩川内市と市社会福祉協議会主催により「みん

なのつながり発表会」が行われました。 

「喜入自治会見守り隊」も日頃の活動を発

表。当日の講師ご近所福祉クリエーター酒井保

氏も、「地域を見守り支援するため、常に形を

変えみんなを巻き込みながら住民と関係機関

が一体となり取り組んでいる。これこそまさに

地域包括支援の理想である。」と、高く評価さ

れていました。 

なお世話役で発表準備をされていた山ノ内

秀明さんが開催直前に急逝されました。 

永年のご尽力に感謝申し上げ、そのご意志を

つないでいきたいと思います。 

地
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「み
ん
な
の
つ
な
が
り
発
表
会
」で 

天大橋通行止めに伴う安全対策を協議 

工事期間は２月 1日から４月２８日まで 

 

 

１月２６日、天大橋の補修工事が始まることに伴

い地区の関係者が集まり安全対策を協議しました。 

出席者は市建設維持課、地区コミ役員、民生委員、

交通安全協会平佐西支部、青パト隊及び地元自治会

長など１３名。初日こそ混雑が見られたが、その後

は幾分混んでいるものの、安全に走行、歩行する様

子が見られました。 

なお工事が終了するまでは必要に応じて再度集

まり協議することが確認されました。 

地域のことなら急な呼びかけにも快く応じてくれる方々です  

 



 

 

 

その 21 

白羽火雷神社 
（しらはほのいかづちじんじゃ） 

 

こんにちは！地域おこし協力隊の松元です。今回は、

平佐西にあるとある神社のお話です。 

白羽火雷神社（しらはほのいかづちじんじゃ）は、川

内川沿いの大明神自治会館の隣に建つ神社です。 

貞観２年(860年)に現在の

白和に創建されましたが、豊

臣秀吉の島津攻めで、戦火に

逢い消失してしまいます。 

その後、平佐領主の北郷家初

代光久により、慶長 6年

（1601年）に大明神に神社

を再建、北郷家 13代久信に

より改築されました。現在の

位置には、川内川の河川改 

修により移転してきました。白羽火雷神（しらはほのい

かづちのみこと）別名大山咋命（おおやまくいのみこと）

という雷の神が奉られています。 

江戸時代後期に薩摩藩が編纂した三国名勝図絵には、

白羽神社（シラハノヤシロ）として天保 14年(1843

年）ごろの神社の姿が描かれています。 
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第１４回ひらさ北郷桜まつり 

 

日時： ３月２７日（日）１3時００分～ 

場所：平佐城広場（北郷家墓地前広場） 

    ドラッグコスモス平佐店隣 

※ 雨天時は川内ホテルで開催 

 

 

内容 

 ◇ 篠笛 小田原國明氏 

 ◇ 講話 「島津義久・義弘と平佐」 

   志學館大学非常勤講師‣文学博士 新名一仁氏 

◇ 歴史語り「平佐物語」  

フリーアナウンサー池田昭代氏 

※上記プログラム終了後歴史さんぽに出発します 

 

◇ 歴史さんぽ『平佐五社巡り』 

北郷家墓地出発、竈門神社到着。途中、阿蘇鉄矢

の墓、有島武の碑、兼喜神社など(内容変更もあり) 

案内人、かごしま探検の会代表理事 東川隆太郎氏 

 ※雨天時は川内ホテルで講話 

上記「桜まつり」には参加無料です  

主 催： ひらさ北郷桜まつり保存会 

連絡先： 090-5823-1527(北郷) 

※ 前日の３月２６日(土)18:00～20:00は同広場で 

桜のライトアップがあります 

平佐西高齢者クラブ「つれづれ」部員募集 

 

平佐西地区コミでは、今回、高齢者クラブに加入し

たいが、近くにない方を対象に｢高齢者サークル｣を立

ち上げます。 

高齢者の仲間・居場所づくり、 

生きがいづくりをしたい、「長寿 

大学」に参加したいが資格がない、 

福祉バスで研修に行きたいなど、 

困っている方は、ぜひお申し込みください。 

＜加入対象者＞ 

 いずれの高齢者クラブにも所属されていない方 

＜参加の利点＞ 

 長寿大学への入学、市の施設等の免除、福祉バスの

利用、市高連主催のグラウンドゴルフ大会参加など 

＜立ち上げの時期＞ 

 令和４年５月ごろを予定 

※まずは、高齢者クラブ「つれづれ」（仮称）に参加の

申込をお願いします。（電話にて、氏名・住所・自治会

名・連絡先を） 

(連絡先)平佐西地区コミ協事務局ヘ (℡27－2978)     

TEL 27－2978   

                担当 松下 

五反田 

 


